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　「ギリシャ神話」にこんな話があります。
　昔、黄金が何より好きな王様がいました。その名はミダス王。神に頼んで、触れるものすべてを黄金に変える魔術を授かりました。
　ところが、喜んだのもつかの間、うっかり大切な一人娘に触れて、金の像にしてしまいました。悲しむ王の再度の願いに神は魔術で愚か者の象徴であるロバ（ｄｏｎｋｅｙ）の耳のように長くしてしまいました。
　王はこれを国民に秘密にしていましたが、ただ一人知っていた王の散髪屋は、秘密を保ち切れず夜中に地面に穴を掘って、「王様の耳はロバの耳」と叫んではその穴を埋めていました。
　ところがある日、近くに生えた草が国内にその秘密を伝えてしまいました。王は、怒って彼を殺そうとしましたが、娘を元通りにしてくれた神に感謝して男を許しました。これを見た神もミダス王の耳を元に戻しました。
